
第２２０号 
19400部発行 

月刊武松 
市政を考える 

       たけまつ    ただし  

頒布責任者： 武松 忠 
武松政策研究会  

〒256-0815 小 田原市小八幡 3-4-40  

FAX 04 65- 49- 35 77  

E-mail   :   t take mat@hk .airne t.ne.jp  

http://www6.airn et.ne.j p/take matu/  

発行日  

２４/７/１ 

 たけまつ  ただし 

頒布責任者： 武松 忠(市議会議員) 
 

月刊武松 第２２０号 討議資料 

 ６月の小田原市議会定例会で明らかとなった事業

見直し等を説明します。 
 

■総合計画 

 現在、基本構想、実行計画 等 どこまでの範囲

まで見直すか検討中 
 

■組織機構・人事異動 

・政策監 廃止 

小田原市政策監の設置等に関する条例を廃止する

条例が議決 

・統括監、統括技監（部長級） 廃止 

他部署との調整役として部長級としたが廃止 

・７月１日人事異動  

 守屋市長が、４月の人事異動を改め、市長選後の

７月人事異動としたもの。７月の人事異動は今後

実施しないとのこと。 
 

■ゼロカーボンデジタルタウン 見直し 

 少年院跡地に構想していたゼロカーボンデジタル

タウンは、事業見直し（白紙）とする。跡地は、活

用方法を再検討するとし、所有者の財務省に連絡済

み。 

 検討組織は、企画部内の未来創造・若者課とデジ

タルイノベーション課、ゼロカーボン・デジタルタ

ウン推進課を政策調整課として統合し、担当部長を

配置する。 
 

■おだわらイノベーションラボ 

 様々なノウハウを有する企業や柔軟な発想やアイ

デア、視点を持つ若者や女性など、多様な主体が集

い交流することにより、新たなまちづくりにつなげ

ることを目的とした公民連携、若者・女性活躍の拠

点として、2021年7月1日に「おだわらイノベー

ションラボ」をミナカ小田原（小田原新城下町2

階）に開設。 

・当面、イベントがあるため６月末までの契約を延

長する。今後は、費用対効果を見極め検討する。 

９３,３３４円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松用紙代、インク代)   ２６,９２２円 

交通費(駐車場、燃料代)            ８,２１７円 

雑費（会場費）            ７００円 

通信費(折込代、携帯電話代 )       ５７,４９５円   

支出計 24/6/1～24/6/30          ９３,３３４円 

６月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

■健康増進拠点  

 第２期小田原市健康増進計画の重点施策の１つ

に、「市民の健康増進の環境づくり」を新たに掲

げ、その一環として誰もが健康増進に取り組める健

康増進拠点の検討を行ってきた。  

・2023年度に健康増進拠点基本構想策定に着手。 

・2023年12月に小田原市健康増進拠点基本構想案

として、機能イメージやコンセプト、実践の場と

なる健康増進拠点を中心とした運動習慣の定着、

医療との連携など、地域の健康増進のさらなる充

実を目指す新たな健康づくりの仕組みについて厚

生文教常任委員会で報告。 

・2024年2月に基本構想案を公開し、意見聴取。 

・2024年4月には事業者対話を実施。事業枠組み

や参入可能性等についての状況把握を行うなど、

市民、事業者の両面からの状況把握を実施した。

2023年12月に示した基本構想の大きな方向性

に、その後の基本構想策定支援業務委託の成果、

市民意見、そして事業者対話結果を加え、基本構

想の確定版とすることを目指してきた。 
 

 今後については、新たな市政の方針を踏まえ、あ

らためて調整していく。  

 ６月定例会で加藤市長は、「施設の新設は行わな

い。」と答弁 
 

■旧小田原箱根商工会議所商工会館の寄贈 

 ６月一般質問に対し加藤市長は、市が寄贈を受け

た場合、高額の修繕費や毎年の維持修繕費を新たに

要するため、市が所有すべきではない。と答弁。 
  

■鬼柳・桑原地区工業団地  

 西側区域は、「メダカ保護区」として水田を保全

できるよう、庁内でしっかりと地域のあるべき姿を

議論し、市としての考えをまとめる。 

 第８回線引き見直し原案に西側区域は、引き続

き、保留区域に位置付ける。    裏面に続く 
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■お知らせ■ 
７月、８月の議会報告会は、都合により中止します。 

８月の月刊武松発行、配布は都合により中止します。 

   HP         X(twitter    facebook          

                                                  

 線引き見直しについて 
 都市計画の線引き見直しについて説明します。 

 

■線引き見直しの概要 

 線引き見直しは、概ね１０年後の将来人口予測の

もと、都市計画区域の将来都市像や都市計画の基本

的な方向性を示す「都市計画区域の整備、開発及び

保全の方針」や無秩序な市街化を防止するため、都

市計画区域を市街化区域と市街化調整区域に区分す

る区域区分の見直しなどを行うもので、都市計画の

根幹をなすものである。 

 

■本市における第８回線引き見直しの概要  

(１)都市計画区域の整備、開発及び保全の方針  

 小田原市の人口フレームは、約18.9万人（2020

年）が、16.3万人（2035年）と約2.6万人減とな

る見込み。 

・基本的基準に示された「都市計画の目標」や「区

域区分の方針」、「主要な都市計画の決定の方

針」などを踏まえ、本市の都市計画マスタープラ

ンや立地適正化計画などの諸計画との整合を図り

ながら記載内容を見直す。 

・県の統一的な方針により、災害レッドゾーンにつ

いては、都市的土地利用を行わないことを基本的

な考え方とする方針などを位置付ける。  
 

(２)区域区分  

ア 区域界の軽微な変更（事務的変更）  

 道路や河川といった地形・地物を市街化区域と市

街化調整区域の境界（区域界）としている箇所にお

いて、道路整備や河川改修等により、地形地物が変

更された場合や計画図の是正を行う必要がある箇所

について、区域界の変更を行う。（中村原地区ほか

３箇所）  

イ 市街化区域から市街化調整区域への編入（逆線

引き）  

 市街化調整区域に接しており、現に都市的土地利

用がされておらず計画的な市街地整備の見通しがな

く、当分の間営農が継続されるという区域区分の基

準に合致し、地権者からの要望を受けている地区に

ついて、市街化調整区域への編入を行う。(板橋地区

ほか２箇所)  

(３)保留区域の位置付け 

 工業系の保留区域は、工業出荷額など、産業の動

向に基づき設定されており、県においても産業用地

を確保し産業活性化を図る意向があることから、第

７回線引き見直しにて、一般保留区域に位置付けた

鬼柳・桑原地区については、引き続き、保留区域に

位置付ける。（市街化を見送り） 
 

(４)都市再開発の方針  

ア 一号市街地  

 一号市街地は、既成市街地のうち、計画的な再開

発が必要な地区を定めるものであり、「小田原駅周

辺地区」や「鴨宮駅周辺地区」など５地区を位置付

けている。（小田原・鴨宮・国府津・富水・栢山の

駅周辺） 

 このうち、「小田原駅周辺地区」については、小

田原駅西口地区において、広場機能の拡充と市街地

再開発との一体的な整備が検討されており、隣接す

る周辺地区においても広域中心拠点としての機能強

化や魅力ある市街地形成、道路や公園等の基盤整備

による防災性の向上などに取り組む必要がある。 

 また、少年院跡地については、今後、大規模な土

地利用転換が想定されることから、これらの地区を

含めた区域に拡大する。 

 → 跡地見直しと署名等により拡大指定取りやめ 

(５)住宅市街地の開発整備の方針  省略 

 

■第８回線引き見直しのスケジュール（予定） 

２０２４年６月末頃  

 県に小田原都市計画（市原案）の申出  

２０２４年８月頃 

 小田原都市計画（県素案）の確定 

２０２４年９月頃～  

 都市計画手続き  

２０２５年８月頃 

 都市計画審議会へ付議（市決定案件※について）   

 都市計画審議会へ諮問（県決定案件について） 

２０２５年１１月頃 

 都市計画変更告示  

※ 区域区分の見直し（事務的変更、逆線引き）に伴

い必要に応じて、 用途地域、高度地区、などを変更

する。  
 

 


